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【伴走支援のサマリ】
公益社団法人昭和会：オンライン面会の刷新

①ビジョン（背景と目的） ②取組（ソリューションの内容）

③取組（課題や難所と、その対応） ④得られた成果

✓ 昭和会が運営するいまきいれ総合病院は、鹿児島市での急性期

医療を担っており、入院患者も多い。

✓ コロナ禍で直接面会が制限され、オンライン面会に対するニーズが高

まる中、LINEを用いた暫定運用を行っていたが、以下の2点から見

直しが求められていた。

1. 患者家族の面会を求める声に、十分応えられていないこと

2. LINEを用いた暫定運用が、特定の担当者に紐づいてしまい、

調整等の業務負荷が高いこと

✓ 面会調整も「紙やEXCELを持って聞きに回る」ものから、より効率的・

標準的な方法に変更し、各病棟に面会用の端末を設置して、各病

棟の担当者（病棟アシスタント・病棟看護師）にオンライン面会に

関する業務を再分配することとした。

✓ 具体的には、オンライン面会の予約入力・参照といった管理を簡便

にする”RESAPPO”というソフトウェアを導入した上で、”RESAPPO”が

連携しているオンライン会議アプリ”ZOOM”で面会をすることとし、ま

たそうした管理・面会作業用端末を各病棟に設置したiPadで完結

させることとした。

✓ 業務を再分配した各病棟の担当者にとっては、新業務の追加とな

ることや、特に年齢の高い担当者からは「使いこなせない」といった声

を始め、ややイレギュラーな対応も含めて懸念の声が挙げられた。

✓ それに対応するため、導入チームは、情報管理課長のみならず、病

棟担当者・看護師長・医師にも参画してもらい、現場の声も把握し

つつ、師長会等を通じてトップダウンでの指示ができる体制を取った。

✓ 担当者向けには2度の説明会と試験実行の機会を設け、設定作業

や画面操作を手順ごとに確認して標準的な型を落とし込み、また課

題管理表で、一つひとつの懸念に対し対応方針を決めていった。

✓ 担当者にとっては、業務の効率化に加え、対患者業務の満足度も

高められた。

1. 1日・1件の面会を行うために1時間程度の調整時間が発

生していたが、予約管理をシステム化することで1件あたり16

分に軽減された。

2. 試験実行では、実際に入院中の患者が、家族やペットと面

会を果たし涙を流される、といった場面も窺えた。

P.医療、福祉 800

産業分類 職員数*1

*1：2021/3月時点 モデル候補企業の応募受付時情報より

サマリ
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取り組みを通して目指す姿

この取り組みの目的は、“多様な働き方”を実現し、法人・職員のそれぞれにとって”働きや
すさ・働き甲斐”といった恩恵を感じていただくことにあります

ビジョン

新たな機会創出により、

更に攻めに転ずる

体質を維持・強化し、

盤石な経営体制を整備する

企業競争力の

維持・向上

当院では、コロナ禍を経てニーズも高まりつつある”オンライン面会”機能を強化・拡充し、

患者さまに向き合う医療従事者の皆様のやりがいを高めつつ、

EXCELとりまとめや口頭調整をなるべく排した効率的な運用を目指していきます

働きがい・ワークライフバランス

（職員・チーム視点）

生産性・付加価値

（法人視点）

距離的制約を排除した、顧客層の拡大

ツール活用での、活発なコミュニケーション機会の獲得

より効率的・満足度の高い働き方の実現

柔軟な勤務形態による、”やむを得ぬ辞職”の回避

コロナ禍での移動が無いことでの、リスク回避

勤務地に依存しない、優秀人材の確保

コミュニケーション促進による、意思決定の迅速化

ムダ会議削減等での、高付加価値業務への注力

コロナ禍での、既存顧客との接点維持

居住地に依存しない、就労機会の獲得

人手不足下での、経費削減・職員退職回避

+
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病院職員目線での、”多様な働き方”のデザイン

当法人ではオンライン会議を起点として“多様な働き方”の実現を目指すものの、共有する
情報・場所の観点から検討する必要があると理解しました

ビジョン

音声・映像のみ

※情報共有、作業やシフトの確認と

いったものであり、音声・映像のみで
完結する。

データ送受信あり

※病院としての事業計画・方針・施策、

PL・地域医療連携の状況であり、

一部資料の送受信が発生する。

個人情報を含むデータ送受信あり

※患者のカルテ情報を参照するなど、

機微に触れるデータの送受信も発

生する。

院内の
特定場所

院内の
不特定場所

✓ 病棟・会議室・研修室で、オンライ
ン会議に参加する。

✓ 病棟・会議室・研修室で、受領し

た資料を参照する。

✓ その資料を活用したオンライン会議

に参加。情報共有・伝達を受ける。

✓ 病棟・会議室・研修室で、カルテ情

報を参照する。

✓ また、カルテ情報を参照しつつ、オン

ラインカンファレンス等に参加する。

院外を含む

不特定場所

✓ 病棟・会議室・研修室ほか、休憩

室・フリースペース等も含め、オンライ

ン会議に参加する。

✓ 病棟・会議室・研修室ほか、休憩

室・フリースペース等も含め、受領し

た資料を参照する。

✓ その資料を活用したオンライン会議

に参加。情報共有・伝達を受ける。

✓ 病棟・会議室・研修室ほか、休憩

室・フリースペース等も含め、カルテ

情報を参照する。

✓ また、カルテ情報を参照しつつ、オン

ラインカンファレンス等に参加する。

✓ 自宅等も含め、オンライン会議に参

加する。

✓ 自宅等も含め、受領した資料を参

照する。

✓ その資料を活用したオンライン会議

に参加。情報共有・伝達を受ける。

✓ 自宅等も含め、カルテ情報を参照

する。

✓ また、カルテ情報を参照しつつ、オン

ラインカンファレンス等に参加する。

共有する情報

共
有
す
る/

さ
れ
る
場
所
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病院職員目線での、”多様な働き方”のデザイン

その上で、伴走支援としては「音声・映像のみ×院内特定場所でのオンライン会議」から、

ミニマムスタートしていく、ということになりました

取組

音声・映像のみ

※情報共有、作業やシフトの確認と

いったものであり、音声・映像のみで
完結する。

データ送受信あり

※病院としての事業計画・方針・施策、

PL・地域医療連携の状況であり、

一部資料の送受信が発生する。

個人情報を含むデータ送受信あり

※患者のカルテ情報を参照するなど、

機微に触れるデータの送受信も発

生する。

院内の
特定場所

院内の
不特定場所

✓ 病棟・会議室・研修室で、オンライ
ン会議に参加する。

✓ 病棟・会議室・研修室で、受領し

た資料を参照する。

✓ その資料を活用したオンライン会議

に参加。情報共有・伝達を受ける。

✓ 病棟・会議室・研修室で、カルテ情

報を参照する。

✓ また、カルテ情報を参照しつつ、オン

ラインカンファレンス等に参加する。

院外を含む

不特定場所

✓ 病棟・会議室・研修室ほか、休憩

室・フリースペース等も含め、オンライ

ン会議に参加する。

✓ 病棟・会議室・研修室ほか、休憩

室・フリースペース等も含め、受領し

た資料を参照する。

✓ その資料を活用したオンライン会議

に参加。情報共有・伝達を受ける。

✓ 病棟・会議室・研修室ほか、休憩

室・フリースペース等も含め、カルテ

情報を参照する。

✓ また、カルテ情報を参照しつつ、オン

ラインカンファレンス等に参加する。

✓ 自宅等も含め、オンライン会議に参

加する。

✓ 自宅等も含め、受領した資料を参

照する。

✓ その資料を活用したオンライン会議

に参加。情報共有・伝達を受ける。

✓ 自宅等も含め、カルテ情報を参照

する。

✓ また、カルテ情報を参照しつつ、オン

ラインカンファレンス等に参加する。

共有する情報

共
有
す
る/

さ
れ
る
場
所

現状の端末導入台数（700台）に加え、大幅に新規購入を
行う場合、導入コストが高留まってしまう。

かつ、仮にBYOD等の実現を考える場合、セキュリティルール整
備・教育を含めた院内の導入およびチェックに、みなさまに多く

の作業をお願いする可能性があり、建て替え後の立ち上げ時
期で、並行導入することには課題があると考えている。

まずはオンライン会議を、対象部門・対象者、

対象業務を具体的に定義し、端末導入含め
て確実に実行することを目指してはいかがか。
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オンライン面会導入後の業務イメージ

10ある病棟に入院する患者およびその家族が、コロナ禍でもオンライン面会ができる状態を、
可能な限り調整実務等から人手を排しつつ実現することを目的にしておられます

取組

予約管理

家族自宅等

病棟

病院Webサイト
（既存）

• 患者家族は、場所を
問わず、Webサイトか
ら面会予約ができる

・・・

予約管理ツール
（申請対象外）

病棟別タブレット+
設置台

面会

家族自宅等

病棟

病院会議室

病棟別タブレット+
設置台

家族面会用

タブレット+設置台

セキュリティケーブル

予約管理ツール
（申請対象外）

• 予約管理情報から
自動でリマインド

オンライン面会ツール

（申請対象外）

• フロア・配置の異なる10の病棟それぞれで、
Web上の予約状況が、F2Fでの確認依頼・
取りまとめ作業なく参照できる。

• 必要に応じて、患者への確認や、看護師シフ
トの調整に向けたアクションが取れる

• 自宅等で面会機器が整って

いない方向けに、院内に面会
スペース + 機器を設置する。
（3台を想定）

• 患者（特に寝たきりを対

象）は病棟看護師の支援の
下、オンライン面会を実施する
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申請時点での目標設定

今回の取組によって創出が期待される費用対効果は、以下の通りです

目標 実績 内容 現状

■ 通信機器活用

(DX)の成果

オンライン面会の調整を、予約ツールを用いてよ

り簡素化した形で行った。

結果、9病棟で試験実行を行った。

オンライン面会の調整を、通信機器を活用しつ

つ仕組み化し、負荷を低減する。

結果、複数病棟での導入を行う。

オンライン面会の調整を、職員が属人的に行っ

ており、負荷が高い。

結果、特定の病棟での導入に留まる。

■ 業務コスト削減

の成果

9回試験実行を行い、内最も手間取った1回を

測定したところ、予約確認・面会・完了まで、

16分49秒であった。

209,803円/年（-530,677円/年）

※以下のとおり試算

・1回あたり作業時間 -43分

・職員人件費 3,560円/時

・作業発生回数 4回×52週

185,120円/年（-555,360円/年）

※以下の前提において試算

・1回あたり作業時間 -45分

・職員人件費 3,560円/時

・作業発生回数 4回×52週

740,480円/年

※以下の前提において試算

・職員人件費 3,560円/時

・作業発生回数 4回×52週

□ 働きがい向上の

成果

※申請時には無かったが、新たに計測

働き甲斐について、5段階評価（現状を3。5

が最も良い）で病棟アシスタント2名・看護師1

名にアンケートを取得した。

・サービス提供量：4

・サービス充実感：4

・移動の煩雑さ：4

・作業の煩雑さ：3 ※不慣れによる。

・所要時間：3.3

・ツール整備状況：4.3

（無し）

費用対効果


